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『父ちゃん～ちょっと松並木まで遊びに行ってくる！』

『おお、いってらっしゃい。1人で行くのか？小女郎に気をつけろよ。』

とう まつなみき あそ

ひと こ　じょ ろうり い き

い

「ええ？！なんで！？」

「ははは、その時の面白い話をしてあげようか。」「ははは、その時の面白い話をしてあげようか。」「ははは、その時の面白い話をしてあげようか。」
とき

「ははは、その時の面白い話をしてあげようか。」「ははは、その時の面白い話をしてあげようか。」
おもしろ

「ははは、その時の面白い話をしてあげようか。」「ははは、その時の面白い話をしてあげようか。」
はなし

「わ、じいちゃん見て！テレビに天橋立がうつってるよ！」

「天橋立はずっと変わらないなぁ。」

「へぇ、じいちゃんがちっちゃいころからきれいなところだったんだ。

今も天橋立にはたくさん観光客が来てるよね。」

「そうそう、とても有名なところなんだ。

でも、知ってるか？天橋立は昔から何度も切られかけたんだ。

わしが子どものころにも一度だけ、そんな話が出たことがあったなぁ…。」

み あまのはしだて

あまのはしだて むかし なんど き

あまのはしだて

あまのはしだて かんこうきゃく

ゆうめい

いま き

か

し

こ いちど はなし で



32

わしが子どものころ、昭和22年の新聞に『天橋立を切断する』という記事がのったんだ。

天橋立があることで内海の水の流れが止まってしまって、

イワシや貝がたくさん死んでしまう事が問題になったからだ。

反対した人もいたけれど、魚がとれなくて仕事にならない漁師たちが賛成していた。

あまのはしだて

あまのはしだて うちうみ

もんだい

はんたい ひと さかな しごと りょうし さんせい

みず なが と

かい し こと

しんぶん せつだんしょうわ ねんこ き    じ

わしは今まで親しんできた天橋立が切られるって知って少し

さびしかったけど、どこをどんな風に切るのか興味がわいたから、

実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。

いま

せつ ばしょ い おも

した き し すこ

き きょうみ

じっさい

ふう

あまのはしだて

だん



32

わしが子どものころ、昭和22年の新聞に『天橋立を切断する』という記事がのったんだ。

天橋立があることで内海の水の流れが止まってしまって、

イワシや貝がたくさん死んでしまう事が問題になったからだ。

反対した人もいたけれど、魚がとれなくて仕事にならない漁師たちが賛成していた。

あまのはしだて

あまのはしだて うちうみ

もんだい

はんたい ひと さかな しごと りょうし さんせい

みず なが と

かい し こと

しんぶん せつだんしょうわ ねんこ き    じ

わしは今まで親しんできた天橋立が切られるって知って少し

さびしかったけど、どこをどんな風に切るのか興味がわいたから、

実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。

わしは今まで親しんできた天橋立が切られるって知って少しわしは今まで親しんできた天橋立が切られるって知って少し
いま

実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。
せつ

実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。
ばしょ

実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。
い

実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。
おも

わしは今まで親しんできた天橋立が切られるって知って少しわしは今まで親しんできた天橋立が切られるって知って少し
した

わしは今まで親しんできた天橋立が切られるって知って少しわしは今まで親しんできた天橋立が切られるって知って少し
き

わしは今まで親しんできた天橋立が切られるって知って少しわしは今まで親しんできた天橋立が切られるって知って少し
し

わしは今まで親しんできた天橋立が切られるって知って少しわしは今まで親しんできた天橋立が切られるって知って少し
すこ

さびしかったけど、どこをどんな風に切るのか興味がわいたから、さびしかったけど、どこをどんな風に切るのか興味がわいたから、
き

さびしかったけど、どこをどんな風に切るのか興味がわいたから、さびしかったけど、どこをどんな風に切るのか興味がわいたから、
きょうみ

実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。
じっさい

さびしかったけど、どこをどんな風に切るのか興味がわいたから、さびしかったけど、どこをどんな風に切るのか興味がわいたから、
ふう

わしは今まで親しんできた天橋立が切られるって知って少しわしは今まで親しんできた天橋立が切られるって知って少し
あまのはしだて

実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。
せつ

実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。実際に切断する場所に行ってみようと思ったんだ。
だん



14

『父ちゃん～ちょっと松並木まで遊びに行ってくる！』

『おお、いってらっしゃい。1人で行くのか？小女郎に気をつけろよ。』

とう まつなみき あそ

ひと こ　じょ ろうり い き

い

「ええ？！なんで！？」

「ははは、その時の面白い話をしてあげようか。」
とき おもしろ はなし

「わ、じいちゃん見て！テレビに天橋立がうつってるよ！」

「天橋立はずっと変わらないなぁ。」

「へぇ、じいちゃんがちっちゃいころからきれいなところだったんだ。

今も天橋立にはたくさん観光客が来てるよね。」

「そうそう、とても有名なところなんだ。

でも、知ってるか？天橋立は昔から何度も切られかけたんだ。

わしが子どものころにも一度だけ、そんな話が出たことがあったなぁ…。」

み あまのはしだて

あまのはしだて むかし なんど き

あまのはしだて

あまのはしだて かんこうきゃく

ゆうめい

いま き

か

し

こ いちど はなし で



58

『こじょろう？なにそれ？』

『橋立小女郎だよ。

松並木にある明神さんに住んでるキツネのことだ。

ずーっと昔からいる、人を化かすキツネなんだよ。

1人で歩いていると化かされるかもしれないぞ？』　

はしだて こじょろう

まつなみき

むかし ひと

ひと り ばある

ば

みょうじん す
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『むかし、父ちゃんのじいちゃんは、天橋立をわたる渡し舟の船頭だったんだが、

よく小女郎に化かされたって聞いたよ。女の子の姿になって舟に乗ったり、

天橋立にいる人に食べ物をねだったりしてイタズラするから、

橋立小女郎って呼ばれてるんだと。』

とう

ひと た

よ

もの

こ  じょろう

こ  じょろう

ば き おんな こ すがた ふね の

わた ぶね せんどうあまのはしだて

あまのはしだて

はしだて
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『こじょろう？なにそれ？』

『橋立小女郎だよ。

松並木にある明神さんに住んでるキツネのことだ。
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『えっ、そのしっぽは何？ ...... キツネのしっぽだ！』

『うわっ、ばれた。』

『お前が小女郎か。』

『どうしておれの名前を知ってるんだ？』

『ねぇ、小女郎。お腹が空いているんだろう？

おにぎりを分けてやるからいっしょに食べようよ。』

なに

まえ

な  まえ し

こ  じょろう

こ  じょろう なか す

わ た

『うっそだー。父ちゃん僕をからかってるんでしょ。』

『小女郎はひとりで歩いてるやつにイタズラをするんだよ。

だから気をつけろ。』

『はいはい、いってきまーす。』

こじょろう ある

とう ぼく

き
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『わぁ、新聞の通りだ。内海の水がにごってる。

でもキツネなんていないじゃん。

やっぱり父ちゃんは僕をからかってたんだ。』

しんぶん うちうみ みずとお

とう ぼく

『すみません…。』

『どうかしましたか？』

『こんにちは、あなたは 1人？

すみませんが、お腹が空いて、たおれそうなんです。

よければ何か食べる物をくださいな。』

『ああ、もちろん…。』

ひとり

なか

なに た もの

す
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『おっちゃん、おばちゃん聞いてよ。僕、小女郎に会ったんだ。』

『おお、なんだ。小女郎ってのは、あの明神さんとこにいるってうわさの小女郎か？』

『そう。僕、小女郎と話したんだ。小女郎は天橋立を切ってほしくないって言ってたんだ。

橋立は生きてる。

だから僕たちの都合で姿を変えちゃいけないって。

切ってしまうと聞いて小女郎はとっても悲しんでいたよ。

やっぱり天橋立は切っちゃいけないと思うよ、僕は。』

こじょろう

こじょろう

こじょろうこじょろう みょうじん

き あぼく

ぼく はな き いこじょろう こじょろう あまのはしだて

あまの き おも ぼくはしだて

はしだて い

か

き き かな

ぼく つごう すがた
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『小女郎。君の名前は僕の父ちゃんから聞いたんだ。

君はずーっと昔から人を化かしてたって父ちゃんが言ってたよ。

どうしてそんなことするの？』

『遊んでたんだよ。昔は毎日色々なことをして遊んでた。

人を化かすだけじゃなくって、魚をつかまえたり、松並木を歩いたりしてね。

けど近ごろ、内海はよごれて魚がたくさん死んで、

しまいには天橋立を切ってしまおうかなんていう話があるじゃないか。

橋立は生きてるんだ。人間の都合で切ったりしちゃいけない。

おれの大好きな天橋立がなくなってしまったらすごく悲しいし、くやしいよ。』

こじょろう きみ

きみ

あそ

ば

ちか うちうみ さかな し

あるさかな まつなみき

むかし あそ

ひと

まいにち

あまのはしだて

あまのだいす かなはしだて

き はなし

はしだて にんげん つ　ごう きい

いろいろ

むかし ひと ば とう い

なまえ ぼく とう き

『昔はもっときれいで楽しい場所だった。あの天橋立が恋しいなぁ…。』

『うーん、どうしたらいいのかな…。そうだ、代わりに、僕が大人達に

そのことを話してあげるよ！』

『本当か？ありがとう！うれしいよ！』

むかし

はな

ほんとう

あまの こいはしだてたの

か ぼく おとな たち

ばしょ
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『“橋立が生きてる” か。』

『確かに、長い時間をかけてこの姿になった橋立を、

わしらが変えてしまって本当にいいんだろうか？』

はしだて い

たし

か ほんとう

なが すがたじ   かん はしだて

『小女郎はイタズラばかりするけど、案外人懐っこくて、にくめないやつだ。

俺は小女郎の意見に賛成だな。』

『よし、天橋立は切るべきじゃない、やっぱりやめよう。』

『ほんとう！？やったあ！』

こ   じょろう

あまのはしだて き

こ   じょろうおれ いけん さんせい

あんがいひとなつ



1918

『“橋立が生きてる” か。』

『確かに、長い時間をかけてこの姿になった橋立を、

わしらが変えてしまって本当にいいんだろうか？』

はしだて い

たし

か ほんとう

なが すがたじ   かん はしだて

『小女郎はイタズラばかりするけど、案外人懐っこくて、にくめないやつだ。

俺は小女郎の意見に賛成だな。』

『よし、天橋立は切るべきじゃない、やっぱりやめよう。』

『ほんとう！？やったあ！』

こ   じょろう

あまのはしだて き

こ   じょろうおれ いけん さんせい

あんがいひとなつ



1720



2124

「これが、わしが子供のころにあった話。」

「すごいね、すてきな話だ。ねぇ、それから小女郎とは会ってないの？」

「そうだなぁ、あれから何度も松並木に行ったけどまだ出会ってない。

でも、橋立が生きてる限り、きっと小女郎は松並木のどこかで遊んでるよ。

いつかまた出会えるはず。」
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あとがき

　この絵本は、宮津に伝わる「橋立小女郎」という民話をもとに、オリジナルのストーリー
を考え、制作しました。
　天橋立の切断は江戸時代中期から今まで何度も提案されてきたことです。しかし、その
議論が起こる度に切断案は、天橋立の景観を守りたいという地元の人々の強い思いによっ
て反対されてきました。私は、自分の住んでいる地域の自然を大切にするという、いつの
時代でも通ずる気持ちをこの絵本を読む人にも感じて欲しいと思い、昭和 22 年夏の新聞
（宮津市史掲載）に掲載された切断案を元に、ストーリーをつくることにしました。また、
「橋立は生きている」という言葉は、当時の天橋立の様子を知る小田さんに取材させてい
ただいた際に話してくださったものです。小田さんの口から自然に出たこの表現に、私は、
小田さんの小さな頃から慣れ親しんできた天橋立に対する深い愛着を感じ、文章に引用さ
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「これが、わしが子供のころにあった話。」

「すごいね、すてきな話だ。ねぇ、それから小女郎とは会ってないの？」

「そうだなぁ、あれから何度も松並木に行ったけどまだ出会ってない。

でも、橋立が生きてる限り、きっと小女郎は松並木のどこかで遊んでるよ。

いつかまた出会えるはず。」
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